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令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月４日（水）９時３０分～ 

     質問順１番    城戸 利廣 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．オリーブ事業につ

いて 

 平成 23 年から開始されたオリーブ事業について、

以下の４点についてお尋ねする。 

① オリーブ事業の財源は一般財源のみか。 

② 事業が開始された平成 23 年から本年度までの、 

 （１）総事業費（人件費、消耗品費、委託料、施設

維持管理費等）はいくらになるのか。 

 （２）総収益費（売上、ふるさと納税、観光、PR

等）のそれぞれの額、差し引きして差額はい

くらになるのか。 

③ （マイナスが大きかった場合のみ質問する） 

  地方自治法第２条第 14 項から本事業を見た場合

その適合性をどう判断するのか。 

④ オリーブ事業の今後の展望についてお尋ねする。 

町  長 

 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月４日（水）９時３０分～ 

     質問順２番    永松 節子 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．通学路の安全対策

について 

 上久原の児童の人数は、この 10 年ほどで大幅に増

え、現在久原地区で最も多くなっている。子どもたち

の安全のため、通学路の対策がさらに必要と考え、次

の質問をする。 

① 通学路である、イコバス上久原バス停付近の交差

点は、校区安全対策委員会等において、危険箇所

に該当しているのか。 

② 以前から地域の方や児童の保護者により、この交

差点への横断歩道設置を要望しているが、設置さ

れない理由は。 

③ 当箇所における最新の交通量や、児童の人数につ

いて、町の調査ではどのように把握されてあるの

か。  

④ 交差点や、路側帯のカラー舗装、路側帯の拡幅お

よび車道の狭窄等、横断歩道の視覚的な対応も今

のところ何もされていないようだが、対策はされ

ているのか。 

町  長 

教育課長 

都市整備課長 

２．用水路の氾濫によ

る敷地内浸水対策と

児童の安全対策につ

いて 

① 古野地区から橋本地区にかけての用水路の氾濫に

ついて、平成 30 年９月の定例会での前町長の回

答によると、「本来農業用水路として流す方向で

はないところだが、農業用水のためにと利便性を

図っているところが開いたままであるとわかり、

そこをせき止めてもらって河川の方に流すことで

緊急の対応をしているが、いずれにせよ原因がわ

かるところについては通報があれば調査して対処

していきたい。」との回答があったが、その後も

集中豪雨時には水路が氾濫している。現在の対策

の状況はどのようになっているのか。 

②  直近の豪雨時も用水路は氾濫していたが、水が引

くまで、見に来られる方はいなかった。当箇所に

おいて、豪雨時前後の注意喚起やパトロールの体

制は整っていないのか。 

③  行政や学校が素早く対応できるよう、防災カメラ

や水位計を設置してはどうか。 

④  当道路について、道路の高さと水路の側壁の高さ

の高低差が最大 18ｃｍほどあり、その差をアスフ

ァルトの傾斜で処置しているため、歩行者にとっ

ては危険な状況。さらに水路の深さは約 90cm、道

までの高さとなると 110cm の場所もあり危険であ

る。転落事故防止としての対策はどのように考え

てあるのか。 

⑤  老朽化した水路ごと、グレーチングふた付きの側

溝に交換するという考えはないか。 

町  長 

都市整備課長 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月４日（水）９時３０分～ 

     質問順２番    永松 節子 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

３．防災訓練について 2025 年 11 月 29 日、町内全域を対象とした防災訓練

が行われ、2024 年の実施から２回目となった。全体で

行うことで、各地区による課題が見えやすく、続ける

ことで、行政としても町民としても、実際に災害時が

起こった時の冷静な判断、さらに地域のコミュニティ

形成など大きな効果があると思う。 

① ホームページによると、前回は町民約 400 名。今

回 629 名とある。一見前回よりも大幅に増えてい

るが、役員も含まれおり、自主的に訓練に参加し

たと思われる人数は少ないのではないかと考え

る。１回目、２回目と、町が考える参加者数の目

標に達したのか、少ないのか。 

② １回目の実施の反省点、２回目を実施するにあた

りとられた対策は。 

③ アンケートの参加回答によると、19 歳までの参加

者が 21 名。参加者の 56％の回答によるものなの

で、もう少し多いとは思うが、現在町内の小学

生、中学生だけでも 1000 人ほどと考えると、少

ないのではないかと思う。行政から学校、学校か

ら生徒へはどのような呼びかけをしてあるのか。 

町  長 

総務課長 

教育課長 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月４日（水）９時３０分～ 

     質問順３番    佐伯 勝宣 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．中学校給食導入に

ついて 

① 前回 12 月議会の一般質問において、教育長は中

学校給食導入にやぶさかではない旨の答弁をおこ

なった。だが、これまで、教育長の答弁は、ラン

チサービスの充実に主眼を置き、子どもたちのア

レルギーへの対応の難しさ等、給食導入にかかる

リスクへの懸念で、肯定的ではなかったととらえ

る。考えの変化だと受け止めているが、変化への

意思形成過程を伺いたい。 

② 須恵町が今のランチサービスを令和８年度の２学

期から弁当給食という形で提供するという。全員

制の完全給食ではないが、糟屋郡の中でこうした

動きについて、どう考えるか。 

町  長 

教 育 長 

 

２．九電みらいの森・首

羅山遺跡・総合運動

公園一帯の整備につ

いて 

① 同じエリアの３事業がセットで一帯が整備されて

いくものと理解している。まとめて聞きたい。九

電については、企業側との連携、取り組み状況、

役場内のプロジェクトの組織としての動きはどう

なっているか。 

② ３事業の連携の仕方として、人の流れ等、このエ

リアでどのような「循環」を考えているか。サイ

ン等、関連で整備しなければいけない場所などは

あるか。 

③ 財政的な支出をどう考えているか。企業・国・町

の負担、補助金の活用等、整備のため将来的にか

かる金額をどのようにイメージしているか。 

町  長 

３．バイオ炭を用いた

米作りについて 

① 先般、NHK の E テレでも取り上げられていたが、

米の収穫、出来はどうだったのか。次年度の栽

培・収穫に向けての課題はどんなものがあるの

か。 

② 久山は健康の町という一種のブランドがあるが、

将来、健康の町でとれた健康になるお米という売

り出し方は出来ないものか。 

町  長 

４．下久原公民館新築

について 

下久原区との協議で町長とも意見交換する場があっ

たと聞く。同区民には、この９カ月間、回覧板で町と

の協議項目、今後の予定が示されており、話が町と進

んでいるという理解があるものと思われる。町長とし

ては令和８年度、新築の話が進んでいくという感触は

持たれているか。 

町  長 

総務課長 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月４日（水）９時３０分～ 

     質問順４番    阿部 恒久 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．２期目の教育長の

所信について 

２期目を迎えられる教育長として、久山町教育行政

の現状と課題についてどのように考えられているの

か。 

教 育 長 

 

２．首羅山遺跡につい

て 

① 首羅山遺跡を訪れる人は年間どれくらいなのか。 

② 今後、首羅山遺跡ガイダンス施設が完成すれば、

もっと来場者が増えることが予想されるが、プラ

スの面もあればマイナスの面もある。心配するの

は、薩摩塔や宋風獅子等の盗難や破損・汚損であ

るが、対策は考えているのか。 

③ 平成 27 年３月の国史跡首羅山遺跡整備基本計画

によると、史跡指定地の約 98％が民有地で、残り

が町有地と国有地になっていて、今後指定地内の

保存・活用にあたっては公有化を進めるとある。

公有化は進んでいるのか。 

④ 首羅山遺跡の案内板にあるトラの絵は商標登録さ

れているのか。 

⑤ 観光地によくあるお土産もので、饅頭・クッキ

ー・タオル・キーホルダーなどの商品開発は考え

ているのか。 

⑥ 首羅山遺跡ガイダンス施設とは別に、お店やカフ

ェの併設は考えているのか。 

⑦ 山の神交差点手前の旧道の赤坂側は出入りが出来

ないように鉄の杭が打ってあるが、もう一般道路

ではないのか。 

町  長 

教育課長 

都市整備課長 

産業振興課長 

３．勤労青少年ホーム

の耐震工事について 

 令和７年６月の補正予算で、勤労青少年ホーム耐震

補強工事法検証等業務委託料として 5,000 千円計上さ

れたが、耐震補強工事法の検証はできたのか。 

教育課長 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月５日（木）９時３０分～ 

      質問順５番   津原 健太郎 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．貧困問題と体験格

差について 

厚生労働省の調査で日本の相対的貧困率は 15.4%

（2022 年）となっている。これは日本に住む６人に１

人が貧困線以下の生活を送っていることを意味してい

る。貧困問題に関連する以下３項目について問いた

い。 

① 町の貧困率のデータはあるか（無ければ、令和６

年度物価高騰対策給付金（１世帯当たり３万円）

の給付を受けた世帯数と受給世帯が総世帯の何パ

ーセントにあたるか）。 

② 貧困問題は教育格差とも密接に関連しており、近

年では周りの環境によって子どもが得られる体験

に格差が生じる、いわゆる「体験格差」という言

葉が注目されている。町長が就任して２期目以降

体験型の町民サービスが増えているように感じる

が、その意図は。 

③ 中学校の英語塾、今年度からは数学塾も新たに開

始され教育格差の解消に大いに資する施策だと思

う。現状の成果について、また学力向上の目標数

値等あれば伺いたい。 

町  長 

２．こども誰でも通園

制度について 

令和８年度より本格的に開始される「乳児等通園支

援事業」通称こども誰でも通園制度であるが、試行的

事業を始めている保育園では保育士の確保、処遇の改

善、作業量の増加等さまざまな問題点が挙げられてい

る。少子化対策として大きな期待を寄せられる制度で

あると思うがいまいち制度が浸透していない感があ

る。そこで以下の点について問う。 

① 町での取り組み内容は。 

② 事業開始までのタイムスケジュールは。 

③ 一時預かりとの違いは。 

④ 町内（周辺地域含め）の利用人口に対して、利用

料等のみの収入では事業が成り立たないように感

じるが何か対策は。 

⑤ 利用は３歳未満であるが、３歳到達時以降は他の

制度への移行等はあるか。 

町  長 

 



令和８年第３回久山町議会３月定例会 一般質問通告書 
令和８年３月５日（木）９時３０分～ 

     質問順６番    阿部 昭徳 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．町内の道路・交通事

情について 

県道猪野土井線では、下山田南交差点を起点とし

て、古賀橋付近、西鉄バス長谷橋バス停付近を通り、

町境を越えて土井付近まで、朝夕の通勤・通学時間帯

及び土日祝祭日の渋滞が常態化しており、地域住民の

生活や移動に大きな支障をきたしている。渋滞緩和に

向けた対策の検討と対応について町の考えを伺いた

い。 

① 県道猪野土井線の沿道で、町内ではないが、隣接

する福岡市東区名子２丁目付近にて大規模な造成

工事が行われている。そこでどのような開発が行

われるかによっては、さらなる交通渋滞を発生さ

せることが懸念される。当該箇所においてどのよ

うな開発がなされているか情報があるか。 

② 県道猪野土井線から新古賀橋へ向けての右折レー

ンの延伸の可能性は。 

③ 下山田南交差点の右折レーンおよび右折信号設置

の可能性は。 

④ 県道猪野土井線の西鉄バス長谷橋バス停付近の牛

見ヶ原から香椎方面へ向けての右折レーンの新設

の可能性は。 

⑤ 県道猪野土井線西鉄バス長谷橋バス停付近の右折

後の町道について、路側部分の水路が、道路面よ

り高く設置され、幅員を狭めており、通行しづら

い構造となっている。拡幅を検討してはどうか。 

町  長 

都市整備課長 

２．農業振興について 町の農業振興で人手不足や高齢化する農業従事者の

負担が課題となっているが、それらに対応する具体的

な対策について次の質問を行いたい。 

① 草刈り等の助成制度の検討について。 

② 後継者への教育について。 

町  長 

産業振興課長 

 


